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値上がりする資産を当てることはできますか？ 
 

値上がりする資産を予想する前に、まず代表的な資産の特徴について確認しましょう。 

 

資産は大きく分けると、株式や債券といった元本割れの可能性がある資産と、預貯金のように元本の安全

性が確保されている資産に分けることができます。 

 

投資信託は株式や債券などの元本割れの可能性がある資産を投資対象としています。 

 

株式とは、会社が発行する証券のことで、購入するとその会社の株主になることができます。業績によっ

て株価や株主に支払われる配当金は変動します。元本の保証はありません。 

 
 

株式は証券取引所で売買することができます。 
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債券とは、国や企業等がお金を借りるときに発行する借用証書です。債券ごとに満期が決められていて、

通常、満期には元本が返ってきます。利付債券を購入すると、満期までの間に定期的に決まった利息を受

け取ることができます。 

 

 

株価や債券価格に影響を与えるのは何でしょうか？ 

 

株価は企業の業績などに影響されるため、景気の変動と関係しています。 景気拡大時に株価は高くな

り、景気後退時には株価が低くなる傾向があります。 

 

 
債券を満期まで持たずに途中売却する場合の価格は金利変動の影響を強く受けます。金利が上昇すると債

券価格は下落し、金利が低下すると債券価格は上昇する傾向があります。 
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さて、景気と金利の動向を予想して株式で大きな収益を得ることはできるでしょうか？ 

一般的に株価は景気の先行指標と呼ばれ、景気が回復し始めたころには既に上昇していて、一方景気が後

退し始めたころには既に値下がっているといわれています。株価動向を当てることは難しいのです。 

 

国内株式だけではなく他の資産クラスも見てみましょう。この図は各資産クラスのリターンの順位を表し

ています。常に 1位になっている資産がないことがわかりますね。 

 

主要 4資産と分散投資した場合のリターン推移 

2002-2016 

 
 

毎年 1位になる資産を当てていけば大きな収益が得られそうですが、国内株式の値上がりを予想すること

さえ難しいのですから、他の資産を含めて考えた場合に、間違いなく値上がりする資産を毎年当てていく

ことはなおさら難しいのです。 
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値上がりする資産を予想して集中投資した場合、予想が大きく外れたときには大きな損をしてしまいま

す。将来は誰にもわからないものですから、投資の初心者の方は難しい予想をするよりも、投資信託で

様々な資産を組み合わせて大きな損を避けましょう。 

 

※税金や取引にかかる費用等は考慮されておりません。配当や利息等は再投資されたものとしています。 

※当資料は将来の運用成果を保証するものではありません。 

 

出所：国内株式は、東証一部上場株式全銘柄の時価総額加重平均です。外国株式は、MSCIコクサイです。国内債券

は、NOMURA-BPIです。外国債券は、シティグループ世界国債（除く日本）です。定期預金は、銀行定期預金（１

年）です。データは全て円建てです。 
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